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環境に優しい年賀はがき 

 

1 環境に配慮した紙の使用 

年賀はがきは、全ての券種において環境に配慮した FSCⓇ認証を受けた紙を使用しています。 

はがき表面には、FSCⓇマークを記載し、ディズニー 年賀はがきを除く全ての券種に「森林を守り 

育てることに役立つ紙を使用しています。」の説明を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FSCⓇは、森林管理の基準を定めて、適切な森林管理を推進するとともに、その森の木や、その他の

リスクの低い由来からの原材料を使い、適切に加工・流通している製品を識別し、ラベルを付ける 

制度を提供しています。そのため、FSCⓇマークが付いている商品を選ぶことが、森を守ることに 

つながります。 

 

（参考）FSCⓇ認証について 

世界の森林面積は、1990 年～2020 年の 30 年間で、日本の国土面積の約 5 倍に当たる約 1 億 

7800 万 ha が失われています。 

大規模農地などへの土地利用の変更、決められた量や方法を守らない違法伐採など原因は様々 

ですが、目先の必要性や利益だけで木を伐採すると、森はどんどん減少してしまいます。長期的に 

森の恵みを活用し続けるためには、適切に森を管理していくことが必要です。 

FSCⓇ認証とは、森は再生可能な資源と位置づけ、適切な管理・活用をすることが、森を守ることに 

繋がるといった考え方に基づくものです。 

また、「環境」「社会」「経済」の 3本柱を掲げ、森林破壊の防止にとどまらず、地域社会の発展や 

持続可能な経済性のある森林経営に寄与していこうというものです。 

現在、木材・木製品以外にも、紙コップ、ティッシュペーパー、製品のパッケージなど紙を使った 

製品の多くが、この FSCⓇ 認証を受けています。 

 

■FSCⓇ森林認証の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

＜引用・参照＞ 

・世界森林資源評価（FRA）2020 メインレポート https://www.fao.org/documents/card/en/c/ca9825en 

・FSCⓇ応援 PROJECT https://shitte-erabo.net/ 

・FSCⓇ JAPAN https://jp.fsc.org/jp-ja 

 

2 寄付金付年賀はがき・切手によりお預かりした寄付金の使い道 

寄付金付年賀はがき・切手によりお預かりした寄付金の一部は、地球環境の保全を図る団体などへ 

の配分（助成）を通じて、環境負荷の低減に役立てております。 

 
 
 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地球環境の保全を図るために行う事業を実施する団体への寄付金配分額など】 

年度 配分申請団体数 配分団体数 配分金額 

2022 年度（2022 年用） 15 団体 5 団体 14,307 千円 
 
【寄付金活用方法の一例】 

団体名（都道府県） 特定非営利活動法人サンクチュアリエヌピーオー（静岡県） 

配分金額 5,000,000円 

事業内容 海洋汚染を未然に防ぐため、浜松海岸にごみ箱を設置し、地域住民

や海岸利用者などと協働してプラスチックごみを回収。また、海岸

入り口の飲料自販機にデポジット機を併設運用し、ポイ捨防止対策

をする。 

 

 

 

 ※写真は 2019 年度事業のものです。 

※1 ASI(Assurance Services International)とは、FSCⓇ認証等の自主的な持続可能性規格に基づいて審査を行う 

認証機関に対する第三者認定（監督）を行う唯一の認定機関です。 

※2 FM(Forest Management) 

※3 CoC(Chain of Custody)とは、林産物が最終消費者の手に届くまでの、加工・流通過程の管理の連鎖を言います。 

https://www.fao.org/documents/card/en/c/ca9825en
https://shitte-erabo.net/
https://jp.fsc.org/jp-ja

